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平成１８年度 事業計画のあらまし 

 

 

 

ポイント 

 

 【完成事業】 

 ● 手取
て ど り

川
がわ

水辺
み ず べ

の楽校
がっこう

プロジェクト（西部
せ い ぶ

拠点
きょてん

）の整備完成 

 ● 手取
て ど り

川
がわ

 和佐谷
わ さ だ に

地区の堤防整備完成 

 ● 石川
いしかわ

海岸
かいがん

（小松
こ ま つ

工区
こ う く

）新型
しんがた

人工
じんこう

リーフ２基完成 

 

 【新規事業】 

 ● 一般国道４７０号 能
のう

越
えつ

自動
じ ど う

車道
しゃどう

 輪島
わ じ ま

道路の新規事業着手 

 

 【継続事業】 

● 一般国道８号  津幡
つ ば た

北
きた

バイパスの部分供用（庄
しょう

～加茂
か も

間） 

 ● 一般国道８号 示野
し め の

町地区３車線化供用（海側） 

 ● 一般国道８号 加賀
か が

拡幅の用地取得の推進 

 ● 一般国道１５７号 野町
の ま ち

広小路
ひろこうじ

交差点改良山側の部分供用 

● 梯
かけはし

川
がわ

重点改修区間の改修促進 

● 石川
いしかわ

海岸
かいがん

（小松
こ ま つ

工区
こ う く

）の侵食対策の推進 

● 手取
て ど り

川
がわ

 柳谷
やなぎたに

上 流
じょうりゅう

砂防
さ ぼ う

えん堤群の整備 

 

【その他】 

○ 手取
て ど り

川
がわ

上流（別当
べっとう

谷
だに

）での災害復旧工事完成（H17 年度予算） 
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１．基本方針 

  限られた予算の中、効果の高い事業への重点投資を図り、現在進行中のプロジェ

クトの早期供用を推進します。 

 

２．主要施策 

 

◆ 広域的連携交流・活力ある地域づくり◆◆ 

 

【新規事業】 

○一般国道４７０号 能
のう

越
えつ

自動
じ ど う

車道
しゃどう

 輪島
わ じ ま

道路の新規事業着手  ・・・資料 1 

                        （予算額 約０．５億円） 

輪島
わ じ ま

道路は、高規格幹線道路の一般国道自動車専用道路として整備を進めて

いる「能
のう

越
えつ

自動車道」の一部であり、石川県
いしかわけん

輪島
わ じ ま

市
し

三井町
み い ま ち

本江
ほんごう

（三井
み い

IC（仮称））

から、三井
み い

町
まち

洲
す

衛
え

（能登
の と

空港 IC（仮称））に至る延長 4.7 ㎞の事業です。平成

18 年度は、測量及び設計に着手する予定です。 

 

【継続事業】 

○ 一般国道４７０号 能
のう

越
えつ

自動
じ ど う

車道
しゃどう

 穴水
あなみず

道路  

                         （予算額 約２２億円） 

穴水
あなみず

道路は、高規格幹線道路の一般国道自動車専用道路として整備を進めて

いる「能
のう

越
えつ

自動車道」の一部であり、穴水
あなみず

道路は、石川県
いしかわ

輪島
わじま

市三井
み い

町
まち

洲
す

衛
え

（能登
の と

空港 IC（仮称））から、鳳
ほう

珠
す

郡
ぐん

穴水
あなみず

町
まち

（穴水
あなみず

ＩＣ（仮称））に至る延長６．２km

の事業です。平成 18 年度は、早期の供用を図るとともに法面工事等の周辺環境

整備を推進します。 
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○ 一般国道４７０号 能
のう

越
えつ

自動
じ ど う

車道
しゃどう

 七尾
な な お

氷見
ひ み

道路
ど う ろ

       ・・・資料 2 

                         （予算額 約４０億円） 

    七尾
な な お

氷見
ひ み

道路は、高規格幹線道路の一般国道自動車専用道路として整備を進

めている「能
のう

越
えつ

自動車道」の一部であり、石川県内では、七尾
な な お

市八幡
や わ た

（七尾
な な お

Ｉ

Ｃ（仮称））から、富山県境に至る延長 13.6km で事業を推進しています。平成

18 年度は、用地買収を推進するとともに、麻生
あ そ う

トンネル（Ｌ＝５９０ｍ）の工

事に着手する予定です。 

 

○ 一般国道８号 津幡
つ ば た

北
きた

バイパスの部分供用（庄
しょう

～加茂
か も

）   ・・・資料 3 

                         （予算額 約３８億円） 

   津幡
つ ば た

北
きた

バイパスは、津幡
つ ば た

町内の交通渋滞緩和を目的とした事業です。平成

18 年度は、改良、橋梁及び舗装工事を推進し、津幡町
つばたまち

庄
しょう

から加茂
か も

間延長約 1.7km

を暫定 2車線供用開始する予定です。 

 

○ 一般国道８号 示野町
し め の ま ち

地区の海側 3 車線化供用       ・・・資料 4 

                         （予算額 約１１億円） 

金沢
かなざわ

地区交通対策は、金沢
かなざわ

市内における交通渋滞の緩和を目的とした事業で

す。平成 18 年度は、改良及び舗装工事を推進し、金沢
かなざわ

市
し

示野町
しめのまち

地区の海側延長

約 1.3km について、現況より１車線多い 3車線化で供用開始する予定です。 

 

○ 一般国道１５７号 野町
の ま ち

広小路
ひろこうじ

交差点改良 山側の部分供用  ・・・資料 5 

（予算額 香林坊拡幅として約８億円） 

野町
の ま ち

広小路
ひろこうじ

交差点改良事業は、金沢
かなざわ

市内の一般国道 157 号の渋滞緩和・快適

な歩道の整備及び電線類の地中化を目的とする事業です。平成 18 年度は、犀川
さいがわ

から野町
の ま ち

広小路
ひろこうじ

交差点間の山側（170ｍ）について歩道バリアフリー化及び電線

共同溝を整備し、部分供用するとともに、海側（170ｍ）について用地買収を推

進します。  
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○ 一般国道８号 加賀
か が

拡幅
かくふく

                 ・・・資料6 

                         （予算額 約１２億円） 

加賀
か が

拡幅は、一般国道８号の加賀
か が

市内の交通渋滞の緩和を目的と     

した事業です。平成 18 年度は、箱宮町
はこみやまち

から松山町
まつやままち

間の用地買収を推進します。 
 

○ 一般国道８号 南郷
なんごう

拡幅                 ・・・資料 7 

                         （予算額 約１２億円） 

  南郷
なんごう

拡幅は、加賀
か が

市南部における一般国道８号の渋滞緩和、及び北陸自動車

道加賀
か が

インターチェンジと加賀
か が

地区に点在する温泉地等の観光アクセス向上を

目的とする事業です。平成 18 年度は、加賀
か が

市細
ほそ

坪
つぼ

地区、熊坂
くまさか

地区の埋蔵文化財

の発掘調査を推進するとともに改良工事及び橋梁工事を推進します。 

 

 

◆ 安全で安心な地域づくり◆◆ 

（治水事業） 

【完成事業】 

○手取
て ど り

川和
が わ わ

佐谷
さ だ に

地区の堤防整備完成【堤防整備による治水安全度の向上】 

  ・・・資料８ 

                          （予算額 約０．７億円） 

    平成１３年度より着手している能美市和
の み し わ

佐谷
さ だ に

地先の堤防整備を平成１８年度で

完成させます。 

 

○ 海岸侵食から国土を守る【安全で快適な海岸の保全と創出】  ・・・資料９ 

                          （予算額 約１０億円） 

海岸侵食が著しく護岸等の被災が頻発している小松市
こ ま つ し

浜
はま

佐
さ

美
み

地区で、侵食対策

として新型人工リーフを２基整備します。 
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【継続事業】 

○ 梯 川
かけはしがわ

重点区間改修事業の促進【大規模引堤
ひきてい

による治水安全度の向上】 

・・・資料１０ 

                           （予算額 約１５億円） 

   前川
まえかわ

合流点から鍋
なべ

谷川
たにがわ

合流点
ごうりゅうてん

までの間を重点改修区間と位置づけ、下流部よ

り順次引堤による堤防整備を行っており、引き続き重点改修区間の堤防整備（引

堤）等を推進します。平成１８年度は、引堤
ひきてい

による流下能力の向上に向け、九
く

竜
りゅう

橋川
ばしがわ

排水機場の移設及び、小松大橋
こまつおおはし

の架替等を推進します。 

○ 堤防の質的整備の推進【手取
て ど り

川
がわ

急 流
きゅうりゅう

河川
か せ ん

対策
たいさく

】       ・・・資料１１ 

                         （予算額 約 ２億円） 

   急流河川の洪水エネルギーに対して十分な安全性を確保するため、既設堤防を

腹付け盛土をするとともに光ファイバーケーブルによる侵食モニタリングセン

サーの整備を実施します。平成１８年度は引き続き、能美
の み

市辰口
たつのくち

地区において

整備を推進します。 

○ 先端技術を駆使した完全無人化施工【柳谷
やなぎだに

上 流
じょうりゅう

砂防堰堤群の整備促進】 

                             ・・・資料１２ 

                          （予算額 約 ７億円） 

 甚之
じ ん の

助谷
すけだに

の崩壊を防止してきた甚之助谷砂防堰堤群の機能を保全し、甚之助

谷の崩壊の拡大を防止するため柳谷上流砂防堰堤群（導流
どうりゅう

落
らく

差工
さ こ う

、柳谷第２２

号堰堤嵩上げ）の整備を推進します。また、工事箇所は土石流、落石の危険性が

大きいため、先端技術による完全無人化工法により実施します。 
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○ 白山
はくさん

の大規模地すべりの滑動を抑制【甚之
じ ん の

助谷
すけだに

地すべり対策事業】  

                             ・・・資料１３ 

                          （予算額 約 ２億円） 

  甚之
じ ん の

助谷
すけたに

左岸ブロックの地すべりの活動を抑制するため、３号
３ ご う

集
しゅう

水
すい

井
せい

より集水

ボーリングの整備を推進します。 

 

（道路事業） 

【継続事業】 

○ 一般国道１６０号 大田
お お た

大泊
おおどまり

防災（百
ど

海
うみ

地区改良）の整備推進 
                           （予算額 約６億円） 

    大田
お お た

大泊
おおとまり

防災（百
ど

海
うみ

地区改良）は、七尾
な な お

市
し

庵
いおり

町
まち

百
ど

海
うみ

地区における道路幅員狭

小箇所及び線形不良箇所の解消を目的とする事業です。平成18年度は平成17年度

に引き続き用地買収を推進するとともに、改良工事を推進します。 

 

○ 防災・震災対策の推進 

                          （予算額 約２億円） 

          「緊急輸送道路の橋梁耐震補業３箇年プログラム」に基づく橋梁の耐震補強工事

や道路施設の安全を確保するため、一般国道１６０号沢野
さ わ の

トンネル補修工事（七尾
な な お

市）など、安心で安全な道路交通確保を目的とした道路防災工事や橋梁の耐震補強

工事を推進します。 

     

○ 交通事故対策の推進                    

（予算額 約８億円） 

        道路の安全性を高め死傷事故を抑止することを目的に、一般国道１５７号

堀内
ほりうち

北
きた

交差点改良（野々市
の の い ち

町
まち

）などにおいて、拡幅等の交通事故抑止対策を集

中的に推進します。 

    代表事例：一般国道１５７号 堀内
ほりうち

北交差点改良事業・・・・・・・資料 14  
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◆ 美しさと文化の香りがする地域づくり◆◆ 

○ 川北町
かわきたまち

水辺
み ず べ

の楽校
がっこう

プロジェクトの整備推進 

【豊かな自然を学習の場として活用】            ・・・資料 15 

（予算額 約２．６億円） 

    河川空間を自然体験、環境学習や様々な人々が憩える場として活用するため、

川北
かわきた

町
まち

と連携して実施している「水辺の楽校プロジェクト」の西部拠点（手取
て ど り

川
がわ

大橋
おおはし

下流右岸、川北町
かわきたまち

朝日
あ さ ひ

地区）の整備(高水敷整正、階段護岸等)を完成しま

す。 

 

○ 手取
て ど り

川
かわ

ダムの水環境改善事業の推進 

                         （予算額 約０．３億円） 

   手取川ダム下流の水環境を改善することを目的として手取川ダムの貯留水を

活用し維持流量の放流を行います。 

 

○ バリアフリー対策の推進 

（予算額 約１０億円） 

   快適で誰もが安心で安全に利用できる歩行空間の確保を目的として、一般国

道１５９号子
し

浦
お

自転車歩行者道（宝
ほう

達
だつ

志
し

水町
みずちょう

）などにおいて、段差解消などの

バリアフリー対策を推進します。 

代表事例：一般国道１５９号 子
し

浦
お

自転車歩行者道事業 

 

○ 無電柱化の推進 

（予算額 約９億円） 

都市景観や防災性の向上、安全で快適な歩行空間の確保を目的として、一般国

道１５７号押野
お し の

電線共同溝（野々市
の の い ち

町
まち

）などにおいて、電線類の地中化を推進し

ます。 

代表事例：一般国道１５７号 押野
お し の

電線共同溝 
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◆ その他◆◆ 

○ 手取
て ど り

川
がわ

上 流
じょうりゅう

（別当
べっとう

谷
だに

）での災害復旧工事完成       ・・・資料 16 

（平成１７年度予算 約７．５億円） 

 手取川上流部別当
べっとう

谷
だに

において、平成１６年５月１７日に前線通過に伴う大雨と

融雪により発生した大規模な土石流によって損傷した砂防堰堤及び護岸の災害

復旧工事を平成１８年度に完成させます。 




